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ア メ リカ の 幼児 教育 専門組織 に よ る 領域 の 専 門 性の 確 立
』
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1 ．は じめ に

　 2003 年 日本保 育学会 の 会長就任 に あた り．小 川 博

久氏 は、学 会 が 当 面す る二 つ の 課 題 の うちの
一つ と し

て 「現代社会が当面す る 保育課題に対 し、学会 と して

積極 的 に取 り組 み 、そ の 研 究成果 を 世 に発表す る」 こ

とを挙げ、ま た、「保育制度
・
政策問題 （そ れ に 対す

る マ ス コ ミの 対 応 も含 め て ） に 取 り組 む組 織 も求 め ら

れ る 」 と し、組織 の 社会 貢献 の 必 要性 を提 唱 した （日

本保 育学 会会報第 127 号 ）。2002 年．全米乳幼児教育

協会 の セ ミ ナ
ーや セ ッ シ ョ ン にお い て 元協 会 長 ケーガ

ン （Kagan，　 S．）等 は、標準化、財源化、政策問題に つ

い て 研究成 果 を報 告 し
1）、組 織 の 積 極 的 関 与 を訴 えた。

　 こ れ ら ら の 指嫡 は以下 を意 味 して い る と考 え られ る

ので はな い か。つ ま り、幼児教育の 理論は大切で あり、

実 践 内容 や カ リキ ュ ラム も重要 で あ る。我 々 は 、理論

お よび 内容
・
方法の 領域に お け る研究の蓄積を 見 た。

今 ま さ に、そ の 実現 の た め 、行財政の 問題 を検 討 し、

具体 化 へ の 働 きか けを 科 学 的 根拠に 基づ き、実行すべ

き時 にある とい え るの で は な い だ ろ うか、と。

　 もち ろ ん、理 論や、内容、方法論 の 研究は、行政や

専門組織 との関係性の 中で 蓄積 されて きた もの で も あ

る。幼児 教育 実践 と 実践主 体、領域の 関 係 者 が構 成 す

る 組織の 問題は．相互 に 関 係す る もの で あ る。施設 や

行政の主 体が健全 に運営 で きなくなれ ば、ま して や、

保育施設が な くな れ ば、実 践 も組 織 も継続で きな い。

ニ
ー

ズに 応答で き な い 組織 は、社会的 に 葬 り去 られ よ

う。一
方 で 、多 様な ニ

ーズ 特 に 親 の 視点 か ら の ニ ーズ

に応 答 す る こ との み に 専念すれ ば、乳幼児の 最善の 利

益を保障 しよ うとす る領域 の アイ デ ン テ ィ テ ィ も崩 壊

しえない 。専門組織 こそ が、両 者 の 調 整 を試 みて きた、

また そ の 責務を担う組織で ある とい え よ う。

　少子 高齢 化 社 会 の 今 日、乳 幼児 保育 ・教育領域 に は、

多 くの 期待 が よ せ られ て い る。行 政 改革 ，構 造 改 革 に

伴 い 、保育改革 が 叫ばれ る 昨 今、保 育の 専門 性を 吟味

し、専門性 の 確立 をめ ざす 保 育 専 門組 織 によ る 改革や

活 動 の あ り方 を検討する こ とは 重要な課題で ある と考

え る
2，。保育専 門 組 織は、領域の 専門性の 確立 ・向上

を 目指 し つ つ 、どの よ うに 行 政 とか か わ り どの よ う に

政 策へ か か わ る こ とがで きるの で あ ろ うか。

　本論で は、以上 の 関 心 か ら、今 日、資格認定 や ガイ

ドライ ン 作 成等 に まで 寄与 し、大き く政 策 に もか か わ

っ て い る ア メ リカ の 幼児 教育専門組織が 、か つ て どの

よ う に 行政当 局とか か わ り、政策関与を組織的 に 試み

た の か、そ の歩み と実際 を、機関 誌の分析 を中心 に検

討 した い 。

2 ，フレーベ ル主義専門組織による政策 へ の かかわり

　 ア メ リカ ・フ レ
ー

ベ ル 協会で は、設 立の 計 画 段 階か

ら、指導 主事、教 育長 等 に手紙等で 、幼稚園の 重 要性

や 意 義を 訴 え 協力 を依頼 し て い る 。パ ン フ レ ッ トの 送

付 等 に よ る働 きか け もな さ れ て い る。設 立 の 賛 同者 の

リス トを見 る と、指 導 主 事、教育長、牧師等が 名前を

連ね て い る。ア メ リカ ・
フ レ

ーベ ル 連盟の 名誉会員 に

も、教育長、牧師、弁護士、学者等が含まれて い た。

　 大会 活 動 に お い て は、そ の 報 告書 か ら、幼 児教 育 の

意義や 特徴 と して 、家庭 教育へ の 貢献，母性へ の 言及、

社会化 へ の 貢 献が 挙げ られ て い る こ と，公 立学 校 制 度

へ の 導入 の 是非を め ぐる議 論 が 盛 ん にな され て い る 様

子がうかがえる 。 講演者 として は、幼児教育関係者に

加 え て、バ ーナ
ー

ド、ハ リス と い っ た 教育長 や、牧 師

等が名 を連ねて い る。財政お よ び シ ス テ ム に つ い て の

提案、制 度化に 向 けた 折 衷案の 提示、そ れ を め ぐ る議

論が行なわ れ た （例 ：教育委員会等政治的影響か ら幼

稚 園 を守 る こ と、幼稚園 は どの 程度まで公 教育制度に

含 まれ る べ き か、効果的な 地 域事業の た め に フ レ
ーベ

ル 主 義 者 をい か に組 織 す るか ）。

3 ，全米教育協会幼 稚園部会に よる政策へ の か か わ り

　全 米教 育 協会 は、会員 に教 育 長、校 長 等 管 理 職を含

ん だ、ア メ リカ 最大 の 教 育 関係 の 専門組織で ある 。そ

の 目標と して は、教員の 教育技術 の 改善、教員 の 資質

の 向上、必 要 な 教 育 立法 へ の 働 きか け、教 員給 与 の 改

善、教員 の 身分保障の 普 及、退職手 当制度の 実施、勤

務条件 の 改善、専 門職業 として の 教職 に対 す る認 識の

普及、一
般大衆へ の 広 報 活 動 等、が 挙げ られ て い る。

審議会 に は、教育政策審議会、法政審議会等が あ る。
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　幼稚園部会 の 報 告 には、学校教育制度へ の 幼稚園の

導入 閊題、幼小連携問題 （養成、カ リキ ュ ラム 内容〉

等が 多 く見 られ た。報告者 に は、幼稚園お よび 教育行
卜

政 関 係 者が見 られ た。幼稚園の 教 育方 法 とマ ニ ュ アル

・トレ
ーニ ン グ を学校教 育 で 応 用 する こ と 等が 提案 さ

れ た。小 学校教育部会 との 合同部会や ラ ウ ン ドテ
ー

ブ

ル 会議 も企画され た。・養成蔀会で も幼稚園 に関わる 内

容 が 取 り上 げ られ て い た
r　　 ．、

　研究報告以外で は、教 育 長 部会の 会合 に お い て 、幼

稚園教育 制度の 導入 や、養成内容へ 導入が 頻繁 に 議 論

され て いた9 当時 の全米教育協会が組織的 に 行っ て い

た教 職の 専門 職化 を め ぐ否議論 と活動の 中に部分的で

は あ るが 幼 児 教育 の 内容 も 含 まれ て いた。

4 ．国 際幼稚園連盟による政策へ の か かわ り

　 国 際幼 稚 園 連盟 で は、大会に お ける 研究報告 の み な

らず、組 織的な 唱道活 動、さ ら には、政策へ の か かわ

りが見 られ る よ うに な る。

　国 際幼稚園連盟 の 第 1 号 会 報
．
（1896） で は、国際幼

稚園連盟 の 目標 とそ の 説明が 解説 されて い る。そ の 内

容 に は、組 織 が、企 画 主 体 と し て の 役割、ア ドボ カ シ
』

一
と してあ役 割、っ ま り唱導、擁護、代弁 と い っ た役

割 を担 お う と し て い た こ と、情報 提供や コ ン サ ル テ ィ

ン グ機能 を果 た そうと して い た こ と が記 され て い る．

各 州 に
一

つ の 統括組織 を形成す る よ う呼 び か けて い お

り、公立、私 立を 問わず，．統括する 幼稚園組 織 の 形成

と そ の 運 営 を援 助 し，全 米規模，さ らに は．国際規摸

の 幼稚 園エ ス ダブ リッ シ ュ メ ン トた らん
』
こ と を 目指 し

て い た と考え られ る。

　実際の 組織的活 動 と して は、設 立 当初 よ り理事 会 に

お い て、下｛fl　it員会 の
一

つ と して 情報委 員 会炉設置さ
　　　　　 　
れ 組織化 、幼 稚園 工 ス タ ブ リッ シ ュ メ ≧ ト活 動、図書

リス トや 講演者 リス トの 作 成が なさ れた。さ らに は．

実際 に行 政 当 局 へ の 働 き か けも行 っ て い る。例 え ば

1913 年 には、ホ ワ イ トハ ウ ス で ウ ィ ル ソ ン 大 統 領 と

懇 親会を開催 して い る。

　1906 年 以 降、度 々、教員養成 と指 導 主 事 の育成会

議 が 開か れ て い る。教育庁 と の 協力委員会 も設 置 され

る。1913 年 に は、国 際 幼 稚 園 連 盟 の 要 請 と 協力に よ

りク ラッ クろ ト ン長 官opも と、幼稚園 部 局 が設 置 され、

両 者 の圃力 によ り、幼稚園 の 実聾調査デ
ータの 収集と

騾 が な され斥・・916年 に は激 育庁雛 騨 局 と

国 際幼稚園連盟が共同で．保 育 者 養 成カ リキ ュ ラ ム に

関す る 報 告 書 を 提示 して い る。また、国 際 幼 稚 園連 盟

の 児童 研 究 の 委 員会 と協 力 し、教育 庁協力委員会 の 小

’
委員会 で あ る 児童研 究小 委員 会が 組織 さ れ た。こ の 委

員会 によ る 児童研究の 成果に基づ き 『標準カ リキ ュ ラ

ム 』 （1919）が記 された。

5．おわ りに

　以 上の よ うに アメ リカの 幼児教育専門組織は
， 行政

に深 く閏少を 示レ・稼極 的に黎策 に関与 して き た・組

織結成の 当 初よ り、教育長や 学 校 長．弁護 士，牧師 等

の 協 力 と理解 を得 る努 力 がな され て い た。

　周 際幼稚 園連盟 設 立 以 前は、公 教 育 制 度 導入 の 是 非

をめ ぐる 議 論、幼児 教育の社会的貢献 にかか わる問題

等が 議論さ れ た。教育政策関係者 や 大学等 の 学長 に よ

る報告 もみ られた。

　国 際 幼稚 園運盟 で は、委員 会活 動 を通 じて、政 策 め

報告や 行 政 当 局 と 協 力 が見 られ る、よ う に な っ た。ま た

学 会誌の報告 に、行政の 動向、ホワイ トハ ウスへ の 訪

問記等 も掲載 され た。

　専門組織 の 政策 へ の 関与の 方法 に は、（1 ）行政へ

の 直接 ・間接 的働 きか け、（2） 会 員 へ の 情 報 提 供 ．

（3 ）行政当 局 と の 協力 に よ る 指 針 や 要 領、カ リキ ュ

ラム モ デル の作 成、認 定シ ステ ム の 構築
．
があっ た こ と

が萌らか に な っ た．

　 こ の よ うな特徴は 今 日の 保育関係組織 に も同様 に見

られ る。例 え ば、ア メ リカ の 乳 幼 児 領 域最 大 の 専門 組

織 で あ る 全 米 乳 幼 児 教 育 協 会 が 発 行 して い る 機 関 誌

『ヤ ン グ ・チ ル ドレン 』 に は、「ワ シ ン トンの 最新情

報 （Washington　Update）」、「政策報告 （Public　 Policy

Report＞亅 と い う記事 が 随 時 掲 載 され て い る。具 体的

な ガイ ドラ イ ン や 認定 シ ス テ ム の 構築 もな．さ れ て い

る。そ の 実 際 と 手続 き等 の 分 析 は 今 後 の 課 題 と し た い 。

注

1 ） 報 告 タ イ ト丿レに は 以 下 の も の が 挙 げ ら れ る。
1，Setting　early 　LearniFg　standaTds 　for　young　children ： the

state　Qf 　the　state！
’
；
”Universa且financing　Df 　early 　care　and

弓ducation　fer　America
，
s　children

’1；．”Comparing　state　early

childhood 　policy　efforts ： an 　analysis
・
of 　data　from

Education　Week ”
s　Quality　Counts　2002　Reportl1

鹽・

2 ） 本研 究 は．同様 の 研 究関 心 によ りな され た 日本保

育学会第 55、56
「
回 大会 の 継続 報 告で ある。主 な一次

文 献 は、「ア メ リ カ の 幼児 教育専 門組織 に よ る 領 域 の

専 門 性の 確 立
一

史 的考察 を 中心 に
一

」、日本保 育学会
第 54 回大会、平成 14 年、武蔵野女予大学、『研 究 論

文集』．pp．206 〜 207 を参照 e そ の 他 の 文献 は、1学会

発表当 日に紹介する。

一 195一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


